
通信
泊民

問 交流観光課
☎0823-43-1632

心とココロの交流

　平成 30 年 11 月に民
泊で本市を訪れた長野
県岡谷東高校の早出裕
美さんが、4 年ぶりに
民泊先であった江田島
町の田口麻耶さん宅を
訪れました。
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色
褪
せ
な
い
思
い
出
と

変
わ
ら
な
い
居
心
地
の
良
さ

　
短
大
を
卒
業
し
保
育
士
と
し
て
働
い
て

い
る
早
出
さ
ん
は
、
土
日
の
休
み
を
利
用

し
て
友
人
と
２
人
で
８
時
間
か
け
て
長
野

県
か
ら
江
田
島
市
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
内
の
天
狗
岩
や
豆
ヶ
島
、
三
高
山
砲

台
跡
地
や
入
鹿
海
岸
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
回
っ
た
後
、
念
願
だ
っ
た
田
口
さ
ん

の
お
宅
に
到
着
。
み
ん
な
で
４
年
前
に
早

出
さ
ん
か
ら
田
口
さ
ん
へ
宛
て
た
お
礼
の

手
紙
を
読
み
返
し
、
思
い
出
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　
「
市
内
の
道
や
景
色
を
未
だ
に
覚
え
て

い
て
懐
か
し
か
っ
た
。
修
学
旅
行
当
時
の

島
の
人
の
温
か
さ
も
変
わ
っ
て
な
く
、
ま

た
来
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
早
出
さ
ん
。
二
人
は
お
互
い
に
何

か
あ
っ
た
時
に
は
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い

た
そ
う
で
、
早
出
さ
ん
は
ず
っ
と
会
い
に

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
修
学

旅
行
の
翌
年
か
ら
広
が
っ
た
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
再
訪
が
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
早
出
さ
ん
は
、
「
民
泊
は
１
泊
２
日
の

短
い
滞
在
だ
っ
た
け
ど
、
そ
の
内
容
が
す

ご
く
濃
く
、
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
経
験
で
き
た
。

帰
る
と
き
に
さ
み
し
い
、
ま
た
来
た
い
と

思
え
た
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
」

と
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
迎
え
入
れ
た
田
口
さ
ん
は
「
そ
う
い
う

風
に
感
じ
て
も
ら
っ
て
す
ご
く
嬉
し
い
。

自
分
も
民
泊
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
生
徒

か
ら
た
く
さ
ん
影
響
を
受
け
て
い
る
。
今

回
の
よ
う
に
ま
た
会
い
に
来
て
く
れ
る
の

も
す
ご
く
嬉
し
い
」
と
感
激
し
て
い
ま
し

た
。
民
泊
は
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
て
交

流
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ

り
、
そ
こ
で
大
き
な
感
動
を
与
え
て
江
田

島
市
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大

き
な
目
的
の
一
つ
で
す
。
現
在
民
泊
の
受

け
入
れ
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
再
開
の

後
は
、
生
徒
も

家
庭
も
感
動
で

き
る
よ
う
な
体

験
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。

　
民
泊
家
庭
の

活
動
に
関
心
の

あ
る
方
は
、
交

流
観
光
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 総務課☎0823-43-1111㈹

スマートフォンを持っていない方も貸し出し対応！キャリア（ドコモ、au、ソフトバンクなど）不問

江田島市無料スマホ教室を開催します

月日 時間 内容 場所

１月12日㈭
13：30～14：30 スマートフォンでインターネットを使おう 広成建設㈱江田島研修センター

（旧切串中学校）15：00～16：00 スマートフォンでアプリを楽しもう

１月19日㈭
13：30～14：30 スマートフォンでインターネットを使おう

大柿市民センター
15：00～16：00 スマートフォンでアプリを楽しもう

２月13日㈪
13：30～14：30 スマートフォンでインターネットを使おう

鹿川交流プラザ
15：00～16：00 スマートフォンでアプリを楽しもう

２月16日㈭
13：30～14：30 スマートフォンでインターネットを使おう

三高交流プラザ
15：00～16：00 スマートフォンでアプリを楽しもう

※１月12日㈭は大柿高校３年生がサポーターとして参加予定です
・�「スマートフォンでインターネットを使おう」…スマートフォンでインターネットに接続して情報検索を
してみたい方におすすめです。
・「スマートフォンでアプリ※を楽しもう」…スマートフォンアプリを使ってみたい方におすすめです。
※アプリ…「地図を見る」「音楽を聴く」「写真を撮る」など、特定の目的を果たすためのプログラム

市民の皆さん（スマートフォン初心者）を対象とした無料スマホ教室を開催します。
参加したい教室を指定して総務課に電話で申し込んでください。（各回11人・先着順）

早出さん㊧と田口さん早出さん㊧と田口さん

毎月リレー形式で、江田島市内で活躍する人やお店を紹介！

Vol.20

市内で活躍する人
やお店をリレー形
式で毎月紹介。掲
載された人が次の
取材先を紹介する、
“つなぐ・つながる” 
をテーマにした企
画です。A3 判（フ
ルカラー）を市役
所や市内各所、電
子版で見ることが
できます。

（ゴー・オン）

次の世代へ『感謝』を伝え続けられる場所に。
　小中学生のバスケットボールクラブ・CISE(シーズ)。週末の夜、子どもたちと一緒に走り、声を出し、汗を流してい
るのが、クラブの代表を務める大野潤さんだ。仕事と両立しながら指導を続ける大野さんが子どもたちに伝えたいこ
と、期待するCISEの未来とは。

『考動』の大切さをみんなで一緒に学んで

島の子どもたちが輝く大切な場所・CISE

広報えたじま　連動企画

毎号リレー形式で江田島市内で活躍する人やお店を紹介！

ETAJIMA Vol . 1GoON!
interview 働く場所でも、遊ぶ場所でもない。

みんなが集まって「ほっ」とできる、そんな場所にしたい。

( NORA・早稲田 圭)

　能美町中町港から歩いて約 5分。窓からのぞく “金色のゴリラ” が目印の大きな家が『NORA』だ。
満面の笑みで案内してくれたのは、オーナーの早稲田圭さん。生まれ育った江田島市に横浜から U
ターンして 2 年。U ターンのきっかけは、こどもが産まれ、将来を考えた時に江田島市で子育てが
したいと思ったからだそう。圭さんは、本職である設計業で補いながら、宿泊業と飲食業を運営し、
奥さんの慶乃さんは、女将業だけでなく、ヨガや SUP のインストラクターとしても活躍。島暮ら
しを満喫している。1 日 1 組限定の民宿『体験民宿 NORA』を 2020 年に立ち上げ、『喫茶のら』
は今年開店したばかりだ。民宿は元々観光客向けに始めたものだったが、宿泊客の中には江田島市
で新しく何かを始めたいと話す人や、地域の方々と交流したいという人も多くいた。「お客様のお
話を聞いて、もっと地元の人たちとのかかわりを増やすために、民宿だけではなく喫茶店も始めよ
うと思いました。たくさんの人が繋がる場所になればいいなと。あと、僕は地元出身なので、観光
客だけじゃなく、江田島市に住む皆さんや、江田島市へ仕事で来ている皆さんに温かいごはんや美
味しいコーヒーを楽しんでほしいと思ったんです」

生まれ育ったまちに U ターン。地元の人たちとのかかわりを求めて

　圭さんの故郷への想いと前向きな行動は、コロナ禍の中でも多くの人を惹きつける。近所に住むおばあちゃんやおじいちゃん、
お昼休憩に駆け込むように店に入って来る働く人たち、江田島市に興味を持ち情報交換を求めて訪れる市外の人たち。　「僕はこ
の場所を、相談窓口まで固くはないけど、誰でも気軽に話をしに来れる場所にしたいんです。もちろん、人を呼び込むだけでは
なくて、そのあとをどうフォローしていくか。訪れる人みんなが “ほっ” とできる存在になれれば」
　江田島市から一度出たからこそ、江田島市の魅力を感じた。地元の知人や友人たちが言っていた “江田島は面白くない” とい
う言葉を聞いて「じゃあ、これから面白い場所にしていこう」と決心した圭さん。地元のことだけでなく、外に出たからこそ
わかる経験や視点を活かして、自分の役割を見出し、自分たちだからできることを楽しみながら実行していくその姿には、周
りの人も感嘆するほどだ。「島を楽しみながら働きまくる旦那と、島を楽しみながら遊びまくる妻。それでいいんじゃないです
かね ( 笑 )」地元を愛する圭さんと、いつでも元気いっぱいの奥さんは、今日を楽しみながら、前へ進んでいる。

「面白くない」は「面白くすることができる」

「体験民宿NORA」「喫茶のら」は中
町港から三高方面へ海沿いまっすぐ
徒歩約 5分です。

�

�

�
1. 早稲田ファミリー。NORAの看板息子・りゅうちゃん (3 歳) もお待ちしてます！　2. 昔懐かしい雰囲
気の宿泊スペース。　3. “母の味” が満喫できる人気の日替わり定食はボリュームたっぷりです。
お問い合わせ：０７０－４０３０－０６８４（NORA）

『Go ON』とは？

江田島市内で活躍する
人やお店をリレー形式
で毎月ご紹介。気にな
るあの人、いきつけの
お店…みんな繋がって
いるかも？掲載された
人が次の取材先を紹介
する、“つなぐ・つなが
る” をテーマにした企
画です。

★市役所や江田島市内の各所で
　配布しています。是非お手に
　取ってご覧ください。

おすすめポイント！

女将の慶乃さんは「リリー」
としてヨガ・SUP インスト
ラクターとしても活躍中！
詳細はスタッフまで。

　バスケットボールクラブ・CISE。平日は溶接業を仕事に、週末はCISE中学生の部代表
として、子どもたちにバスケットボールの指導を行っているのが大野潤さんだ。CISEは大
きく分けて小学生と中学生の2団体があり、在団する子どもの多くは、それぞれ通う学校
でテニス部や陸上部など、違う部活に所属しながらバスケをしているそうだ。「練習は能
美中学校で毎週末の17時から20時まで。彼らは、次の日朝早くから学校もあるのにいつ
も頑張って練習しています！」と優しい眼差しで話をしてくれる大野さん。実は、昔から
バスケをやっていたわけではなく、本格的に始めたのはCISEのコーチになってからだとい
う。「CISEに自分の子どもが入団したので毎日練習を見に行っていたら、当時の代表の方
にコーチをやってみませんか？というお声がけを頂いたんです。そこからですよ、性根を
入れてバスケの勉強をし始めたのは。20歳くらいから、見よう見まねでバスケはしてましたけど、細かいルールも知らな
いし、基本的なことも分かりませんでした(笑)」そんな大野さんがなぜコーチになったのか。それは、当時の代表から教
えられたクラブの方針に共感したからだった。「CISEはバスケだけでなく『感謝』を伝える場所。横断幕に書かれている
『考
こう
動
どう
』をみんなで教える場所なんです」

　バスケができることも、普段の生活も当たり前なことではない。よく考えたら、周りには感謝すべきことがたくさんあ
るんだということを、クラブの活動を通して子どもたちに伝えていく。「話を聞いた時、バスケのコーチというよりも、
子どもの育成につながる活動ができることに感動したんです」送迎をしてくれる保護者がいないと練習に行けない子ども
もいる。地域の人が協力してくれるから練習場所がある。お父さん・お母さんが一生懸命働いてくれるからシューズを履
けている…こうしたことに感謝して『今、自分ができることを考えて動く』ということを、クラブの活
動を通して伝えているCISE。「バスケの練習はもちろんですが、たくさんの人と関わることによって、
周りにたくさんある感謝すべきことを知ってほしい、という思いを持って僕たちは活動しています」

　クラブ名は、Children／Important place／Sparkle／Etajimaの頭文字を取ったもの。『島の子ど
もたちが輝く大切な場所』という意味だ。現在、中学生の部は11人が在団中、高校生か大人が対戦相手
となって練習をしている。「実力がどれくらいなのか体感させてあげたいのですが、中学生同士で対戦
するのは島では難しいんです。それでも今、全国的にクラブチームでも中体連に出れるようなシステム

に移行し始めているという話を耳にして、できることをみんなで頑
張ってやっています。もし中体連に出れるようになったら、部活動
との併用は厳しいので、子どもたちには厳しい選択をしてもらうこ
とになるのですが…。僕は一生懸命練習を頑張ってきた子どもたち
を、どうにかして試合に出してあげたいと思っています」
難しい環境であっても、いつか自分が教えた子どもたちがCISEで

コーチとしてバスケを教えてくれたら嬉しいと話す大野さん。「上
手くなるのはもちろん、CISEでの経験を通してたくさんのことを学
んでほしい。この活動を通して気づく『感謝』の気持ちを、今度は
教えている子どもたちが次の世代に伝えていってほしいですね」

大野 潤 さんCISE 代表

CISEへの問い合わせは080-5555-2382まで
小学生の部▶cisesportsboyscouts@
outlook.com(男子)／slamcisedunk@yahoo.
co.jp(女子)

お知らせワイド

広報えたじま　令和５年１月 1414広報えたじま　令和５年１月1515


